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土器・陶磁器

金属製品

銭 貨

中金堂院回廊の東

司ヒ隅菩Ь分 を検出し

回廊の創建形態を

解明した。

前庭部において、

仮設建物 (幅合 )

跡・石敷 き 。燈籠

台石などを検出し

前庭部の様相 を解

明した。

回廊に先行する東

西溝 2条を検出し

平城京の条坊側溝

に相当する可能性

があることを示唆

した。
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